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⾼度化における研究背景・⽬的

⾼度化の成果

高度化においては、糖タンパク質精製のための新規タグシステムの開発、ペプチドタグを用いた新規エピトープ解析
法の開発、難治性がんに対するがん特異的抗体の開発、CBIS法の応用によるmouse GPCRに対する特異的抗体の
開発を中心に実施中である。5アミノ酸以下のペプチドの長さのタグシステムの確立を目指すことにより、免疫原性が
少ないペプチドタグとなり、抗体作製効率の飛躍的な向上が期待できる。またCasMab法ではがん特異的抗体作製
は1/100以下の低い確率だが、すでに樹立した種々のがん特異的抗体のエピトープを同定し、新たながん特異的抗
体を樹立するpeptide-immunized CasMab法（pCasMab法）を確立し、複数のモダリティへの応用の可能性を広げ
る。また改良型CBIS法を用いて、世界で開発が進んでいない様々なマウスGPCRに対する特異的抗体を作製し、マウ
スGPCRの機能解析に貢献する。 

①CBIS法による抗体作製例１︓すべてのCD44vに対する抗体作製

②CBIS法による抗体作製例２︓PDPNに対する特異的抗体作製 ③抗体バンクからの社会実装
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